
　

私
が
住
む
瀬
戸
越
地
区
に
は
、春
日
小
、大
野
小
、大
野
中
、佐
世
保

工
業
が
あ
り
、朝
か
ら
多
く
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
が
登
校
し
て
い

ま
す
。国
道
４
９
８
号
線
は
交
通
量
が
多
く
、Ｍ
Ｒ
鉄
道
と
交
差
し
て

い
ま
す
。

　

私
は
昭
和
六
十
三
年
に
黒
髪
小
学
校
校
長
を
定
年
退
職
し
た
後
、

泉
福
寺
駅
名
誉
駅
長
を
は
じ
め
、い
く
つ
か
の
役
職
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。か
れ
こ
れ
二
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
児
童
生
徒
の
安

全
を
見
守
り
た
い
と
思
い
、毎
朝
地
域
に
立
っ
て
あ
い
さ
つ
の
声
か

け
を
し
て
い
ま
す
。時
代
の
流
れ
と
い
い
ま
す
か
、最
近
は
あ
い
さ
つ

を
返
し
て
く
れ
る
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、保
護
者
も
少
な
く
な
っ
て

き
た
こ
と
を
寂
し
く
感
じ
ま
す
。

　

今
年
で
九
三
歳
に
な
り
ま
す
。

体
力
、気
力
が
続
く
限
り
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。見
か
け
ら
れ
た
ら
、ひ

と
声
か
け
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　佐世保市民の皆様におかれましては、コロナ禍二年目の秋をいかがお過ごしでしょ
うか。「徳育」第 9号の発刊に寄せて、一言ご挨拶申し上げます。
　この夏に猛威を振るった新型コロナウィルス感染の第五波もようやく収束の兆し
を見せ、社会活動への制約がわずかながら解除されはじめましたが、コロナウィル
スそのものの収束は見通せず、一層の自粛・自重が求められております。そうした中、
徳育推進フォーラムは「徳育運動の今」というテーマで、徳育推進活動に努力して
おられる地域・学校・職場・家庭の取組みをご紹介することにいたしました。
徳育推進会議会員の皆様のご尽力で、例年通りのプログラムを映像でお届けできる
ことに衷心より感謝申し上げます。
　新型コロナウィルス感染症の蔓延は私たちの生活を大きく変貌させました。文化・
経済など社会の活力は確実に減退し、人類史に残る災厄のさなかで自己中心的な
言動や差別、偏見、疎外をあえてする人々も後を絶ちません。そうした状況は私たち
の考え方や人間関係のあり方にも影響を与えつつあり、心底からの笑いや賑わいが
見られなくなっているようにも思われます。何よりも懸念されるのは青少年の健全
育成が損なわれることにほかなりません。
　しかし、そうであるからこそ、徳育推進活動はますますその意義を高めているので
はないでしょうか。どのような困難に直面しても、人としての品性を高め、社会の
品格を醸成するという徳育の理念は見失われてはならず、日々地道な努力の積み
重ねがなされていく必要があります。古代ギリシアの哲学者アリストテレスの「人は
繰り返し行うことの集大成である」という言葉は、まさに徳育推進活動のあり方を
的確に指示しているように思われます。
　徳育推進活動の着実な推進こそが、佐世保のまちに心底からの笑いと賑わいを
復活させるように思われます。死生学（thanatology タナトロジー）の研究者であった
アルフォンス・デーケンは、ユーモアとは「にもかかわらず笑うこと」であり、
それは「愛と思いやりの現実的表現」だと述べています。コロナ禍の困難な状況
「にもかかわらず」徳を追求し、互いに笑い合おうと努力する強さこそが、人として
のやさしさの現われなのではないでしょうか。

にもかかわらず、の徳育

　佐世保徳育推進会議 会長　木 村　勝 彦

わが　 の一徳運動校 わが　 の一徳運動社

わが　 の一徳運動家 の一徳運動わが 地 域
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長
崎
県
立
佐
世
保
商
業
高
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学
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校
長　
　

平
山　

政
一

　

佐
世
保
商
業
高
校
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
で
は
、
国
連
が
定

め
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）に
つ
い
て
探
究
活
動
を
行
い
、

『
大
麦
の
わ
ら
で
作
る
ス
ト
ロ
ー
の
普
及
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を

開
始
し
ま
し
た
。
地
域
の
小
中
学
生
に
も
作
り
方
を
伝
え
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
削
減
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
持
続
的
な
取
り
組
み
で
環
境
保
護

の
担
い
手
の
輪
を
高
校
生
か
ら
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
中
学
校
や
特
別
支
援
学
校
な
ど
数
校
か
ら
依
頼
を
受
け
、
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
科
で
は
、
長
崎
県
警
察
よ
り「
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
指
定
を
受
け
、
市
内
の
小
・
中
学
校

を
訪
問
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
正
し
い
利
用
方
法
に
つ
い
て
、
本
校
生

徒
が
説
明
し
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪

の
未
然
防
止
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
校
が
で
き
る
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
な
が
ら
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
や
絆
を
さ
ら
に
深

め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社 

笑
心
一（
エ
コ
イ
チ
）　
代
表
取
締
役　

前
田　

忠
信

　

笑
う
心
が
一
番
（
な
ん
だ
か
頼
れ
る
ゴ
ミ
屋
さ
ん
）
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
日
々
、
不
用
品
回
収
・
遺
品
整
理
・
生
前
整
理
を
主
に

行
っ
て
い
る
事
業
所
で
す
。
常
に
お
客
様
の
困
り
ご
と
に
寄
り
添
い

解
決
し
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
事
業
活
動
で
す
。
お
客
様
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
中
で
様
々
な
悩
み
事
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
こ

と
に
気
が
付
き
ま
す
。
木
が
伸
び
て
き
て
い
る
か
ら
切
っ
て
ほ
し
い
、

家
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
な
ど
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
る
中
で
、

我
々
で
対
応
で
き
る
作
業
は
精
一
杯
自
社
で
行
い
、
そ
れ
以
外
の
相

談
事
は
我
々
が
窓
口
と
な
り
手
配
し
て
お
客
様
の
不
安
を
解
決
し
て

い
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
細
か
い

気
づ
か
い
や
心
配
り
、
相
手
に
寄
り
添

う
こ
と
が
一
徳
運
動
の
一
環
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
人

を
大
事
に
し
、
地
域
や
働
い
て
い
た
だ

い
て
い
る
従
業
員
に
感
謝
し
つ
つ
愛
さ

れ
る
会
社
を
作
る
こ
と
で
今
後
自
企
業

が
邁
進
し
て
い
け
る
の
で
は
と
思
い
ま

す
。

賛助会員とは、佐世保徳育推進会議が推進する徳育推進事業の趣旨に賛同していただける方、また本会議の運営を支援
していただける方のことをいいます。

佐世保徳育推進会議では当会の趣旨をご理解して
いただけるたくさんの賛助会員を募集しています。

□ 会費（年会費・口数は自由です）
　 ●個人…１口1,000円　●法人・企業…１口5,000円
□ ご賛同いただける方には、入会手続き「賛助会員加入申込書」を
　 お送りします。詳しくは当事務局へご連絡ください。

賛助会員を募集しています　賛助会員を募集しています　！！

（
敬
称
略
）

佐
世
保
市
立
相
浦
小
学
校　
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

山
口　

孝
仁

　

私
が
親
に
な
っ
て
18
年
。そ
れ
ま
で
ず
ん
だ
れ
に
ず
ん
だ
れ
て
い
た
生
活
が
一
変
し
た
。子

供
が
大
嫌
い
で
あ
っ
た
私
が
、自
分
の
子
が
産
ま
れ
て
か
ら
子
供
好
き
に
な
っ
た
。よ
そ
の
子

も
可
愛
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。オ
ム
ツ
を
替
え
、抱
っ
こ
し
て
あ
や
し
、寝
か
せ
つ
け
る
。

今
ま
で
の
自
分
で
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た（
そ
れ
程
ず
ん
だ
れ
て
い
た
）。

　

人
生
は「
養
育
期（
養
っ
て
も
ら
う
時
期
）」、「
自
立
期（
自
分
で
生
活
し
て
ゆ
く
時
期
）」、「
奉

仕
期（
子
供
を
育
て
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
奉
仕
を
す
る
時
期
）」の
3
段
階
で
出
来
て

い
る
と
言
う
。私
に
も
奉
仕
期
が
来
た
。子
育
て
と
言
う
の
は
本
当
に
自
分
自
身
の
勉
強
や
鍛

錬
に
も
な
る
。そ
れ
ま
で
人
付
き
合
い
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
か
っ
た
が
、こ
の
可
愛
い
子
供

達
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
な
ら
と
進
ん
で
地
域
の
行
事
な
ど
の
手
伝
い
に
も
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。保
護
者
会
や
P
T
A
の
役
員
に
も
手
を
挙
げ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。あ
の「
ず
ん
だ

れ
」の
私
が
だ
。そ
の
お
陰
で
色
ん
な
方
と
知
り
合
っ
て
、色
ん
な
事
を
学
ん
だ
。こ
う
し
て「
徳

育
」の
機
関
誌
に
文
章
ま
で
書
か
せ
て
頂
い
て
い
る
。私
に
関
わ
っ
て
頂
い
た
全
て
の
皆
様
に

本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。特
に
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
た
子
供
達
に
。こ
の
子
達
の
お
陰
で
本
当

に
色
ん
な
事
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
。

君
た
ち
に
み
っ
と
も
な
い
私
を
見
せ
な
い
為
に
私
は
頑
張
れ

て
い
る（
み
っ
と
も
な
い
時
も
あ
る
け
れ
ど
）。

　

我
が
家
で
は
特
に「
徳
」に
な
る
事
は
し
て
は
い
な
い
が
、謙

虚
で
あ
る
事
と
思
い
や
り
を
持
っ
て
行
動
す
る
事
だ
け
は
教

え
て
い
る
つ
も
り
だ
。こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
笑
い
な
が
ら
家

族
と
過
ご
し
て
い
き
た
い
。そ
し
て
そ
れ
を
子
供
た
ち
か
ら

孫
へ
、そ
の
先
ま
で
繋
い
で
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

佐世保徳育推進会議

佐世保フロンティア法律事務所 ㈾古賀文具店ソシアル淳心ファッションビジネス専門学校

㈱長崎地研 ㈲立山印刷 小 川 正 之 永 石    誠 角田隆一郎 ㈱ 滝 工 業 ぽっぽ保育学院

百 津 眞 人 岩 元 一 英 ㈱ 梅 ヶ 枝 酒 造 商 工 会 議 所 女 性 会 匿 名 希 望



令和３年９月27日㈪～10月18日㈪ 収録

［令和３年度］第12回 徳育推進フォーラム徳育推進フォーラム

『徳育』（本紙）のバックナンバーはコチラから。
フォーラムの歩み、地域での取り組みなど、徳育のヒントが盛りだくさんです！ ぜひご覧ください！

標語コンクール入選作品一覧

■応募方法　

■ご不明な点はお気軽にご質問ください。

応募用紙に必要事項と４００字以内のお話を書き込み、佐世保徳育推
進会議事務局宛にお送りください。FAX・E-mailでのご応募も受け付
けております。また、ご質問・ご感想等もお待ちしております。応募
用紙は佐世保徳育推進会議事務局ほか、佐世保市のHP、社会教育課
で配布しております。

佐世保徳育推進会議事務局
TEL/FAX（0956）23－2856
E-mail　sasebotokuiku@alpha.ocn.ne.jp

あなたの 募集します！！徳聞いて する話
　広報させぼ「徳育通信」コーナーから、あなたが身の周りで見つけた

り感じたりした「聞いたら心が温まる話」を募集します！
　日常のほんの小さなうれしい出来事や、ぜひ皆さんに聞いてほしい

徳育に関するお話など、あなたの“聞いて「徳」する話”お聞かせ
ください！
　採用された方のお話は、広報させぼに掲載させていただきます。

徳育運動の今
　徳育の推進が市民の皆様により一層拡がることを信じ、この徳育推進フォーラムに取り組んで参りました。
多くの市民の皆様方の今までのご支援に感謝申し上げます。
　今回も昨年に引き続きコロナ禍という事でフォーラム開催を危惧しておりましたが、コロナ禍だからこそ何かの
方法で継続すべきという事で模索を続けておりました。
　幸いに今まで永年ご支援をいただいておりますテレビ佐世保様のご提案により"日曜特番"として取り上げて頂く
事となり、昨年に引き続きテレビ画面上での徳育推進フォーラムとなりました。今後とも、この徳育推進が草の根
運動となって市民に拡がる様変わらずのご支援をお願い致します。

佐世保徳育推進会議 10周年記念事業お知ら
せ

内定一般社団法人 倫理研究所　理事長　丸山敏秋 氏

日 程

テーマ

会 場令和４年10月15日㈯
「道徳力を磨く」 ～たくましく生き抜くために～

アルカスSASEBO　大ホール

記念講演
佐世保に来たる！

佐世保市長 朝長則男 まちづくり宣言佐世保徳育推進会議会長 木村勝彦

一 運 動
わが　 の一徳運動校

わが　 の一徳運動家

の一徳運動わが 地 域

わが　 の一徳運動社

株式会社 笑心一　前田忠信さん

かえり道 「おかえりなさい」と まちの人 九文小 ３年
廣川　唯月

つたえよう はずしていいよ こころのマスク 福石小 １年
川津　羽衣

ググるより 家族に聞こう 疑問ごと 清水小 ４年
塚原優里菜

相手との 違いを認め 世界平和 花高小 ５年
山下　蒼依

言えるかな 『ごめんね』『いいよ』 『ありがとう』 広田小 ２年
星　正貴

人と人 えがおでつなぐ 心の輪 日野小 ２年
谷川　沙絵

スマホ見ず かお見て話そう えがおさく 黒髪小 ２年
松尾　葵唯

ありがとう 聞くのも言うのも ここちよい 福石小 ６年
中尾　太一

小 学 生

伝えよう 大人が手本 大人のマナー 公務員
長谷川裕二

一 　 般

言葉はね 花にもなれば ナイフにも 小佐々中 ２年
安達　万桜

笑顔橋 九十九島に 架かる虹 日野中 １年
山口　悠輝

地球より 人の心を 温暖化 小佐々中 ２年
末吉　柊磨

「がんばって！」 その応援で 元気１００倍 九文中 ２年
石川　祐衣

広げよう コロナに負けない 笑顔の輪 宇久中 １年
木戸　翔太

コロナでも 心の距離は とらないで 佐北中 ２年
松永　愛

広げよう 差別ではなく 思いやり 柚木中 １年
堤　脩二

マスクごし 思いをこめて あいさつを 宮中 ２年
浦　倖奈

中 学 生

「Thank you」で 心の天気 晴れもよう 小佐々中 ３年
大石あかり

徳育は 輝く未来の 道づくり 日野中 ３年
山口　真桜

マスクでも 君の親切 見えてるよ 宇久中 ３年
山﨑　葵生

大丈夫？ それが心の 絆創膏 九文中 ３年
松尾　侑恭

おかえりと 多分近所の おじいちゃん 柚木中 ３年
岡　紅芽

あたたかい 言葉の種で 花が咲く 柚木中 ３年
村田　優凪

流さない 友達からの ＳＯＳ 宮中 ３年
谷口廉太朗


